
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

 
 

 
 

 

８ 月 の 予 定   

日 曜 行  事  予  定 
完全 
下校 

1 水 ハートフル学級⑨（教科）  

2 木 ハートフル学級⑩（教科）  

3 金 ハートフル学級⑪（教科）  

4 土 ハートフル学級⑫（教科）  

5 日 ハートフル学級⑬（芸術）  

6 月    

7 火    

8 水    

9 木    

10 金    

11 土 山の日  

12 日    

13 月 日直を置かない日  

14 火   日直を置かない日   

15 水   日直を置かない日  

16 木   日直を置かない日  

17 金 第１７回大里地区人権教育研究集会  

18 土 
PTA 親子奉仕作業（登校日） 

ハートフル学級⑭（体験） 

 

19 日    

20 月   

21 火   

22 水    

23 木    

24 金    

25 土 第１回 PTA 資源回収 健児が丘キャンドルメッセージ  

26 日 （予備日）  

27 月    

28 火 熊谷市英語弁論大会  

29 水 
授業日（４時間授業） 全校集会 部活動なし 学年会 

P:体育祭結団式（総合で） 
12:15 

30 木 
授業日（４時間授業） 部活動なし   登校指導② 

夏休み作品展（～9/3） 
12:15 

31 金 給食再開 小中合同避難訓練 14:55 

平成 30 年度              【目指す生徒像】 

吉岡中学校         〇よく学ぶ生徒 

学校だより         〇心豊かな生徒 

７月２０日号         〇健康でたくましい生徒 

大志にいどみ 希望を燃やす 生徒と教師 

健児が丘 
誠実てらす吉岡中学校 

                             感謝の気持ちを伝えよう   

井 出  徹   

 長かった前期前半も終わり、明日から夏休みに入ります。小学校の時から考え、今までの夏休みは

どのように過ごしてきたでしょうか？ 

 １つ目は、「完璧な夏休み」です。計画を立て、それを実践できたというものです。２つ目は、「後

半に集中した夏休み」です。計画が後へ後へと先送りされ、後半にやっと終わらせるというもので

す。最後は、「堕落した夏休み」です。夏休み中、だらしのない昼夜逆転した生活を送り、宿題も何

も提出できなかったというものです。 

 実は、私も２つめの型です。やらなくてはいけないということがわかっていても、直前にならない

と実施できないのです。そこで、今年こそは後半になって慌てないよう、計画的に仕事を進めていき

たいと考えています。つまり、４つのｃｈで切り抜けていきたいと思います。 

 皆さんは、４月から今日まで、たくさんの４つのｃｈを経験してきたと思います。 

 学習面で経験できた人も多いことでしょう。皆さんの授業態度を時々見させてもらうと、いつも背

筋が伸びて、真剣に話を聴き、授業に前向きに取り組んでいる人がたくさんいました。非行防止教室

や租税教室でも、講師の先生方が「反応が良くて素晴らしい学習態度です。今までの学校で一番良か

ったです。」とコメントをいただきました。 

 また、友人関係で４つのｃｈが実践できた人もいると思います。３年生は修学旅行、２年生は立正

たちばなホームの訪問、１年生は林間学校と多くの行事を経験してきました。その中で、友人の良い

点を見つけいい人間関係を築くことができたことでしょう。また、時にはお互いにいがみ合い仲が悪

くなった後に、それをチャンスに変えてさらに良い人間関係にできた人もいると思います。 

 さらには、部活動や文化の面で４つのｃｈを実践した人もたくさん見ました。たくさんの賞状を手

渡すことができたのもこの成果だと考えています。ほかにも、これだけは頑張ったということがいえ

る人もたくさんいると思います。 

 しかし、皆さんがこのように頑張り、活躍できたのは、決して自分一人の努力だけではありませ

ん。皆さんが頑張ることができるよう、様々な人が皆さんを支えてくれたからなのです。夏休み前に

このことをもう一度よく考え、皆さんを応援してくれた人に気づき、感謝のことばを伝えてくださ

い。私が無事に前期前半を過ごせたのは、ここにいる生徒の皆さん、先生方、保護者や地域の皆さん、

自分の家族や教育委員会の先生方などたくさんのおかげだと考えています。皆さんありがとうござ

います。 

 最後に、星野富弘さんの四季抄風の旅から「なずな」という詩を贈り、夏休み前全校集会のあいさ

つとします。 

  神様が たった一度だけ この腕を 動かして下さるとしたら 

 母の肩をたたかせてもらおう 

 風に揺れる ぺんぺん草の実を見ていたら そんな日が 本当に来るような気がした 

 

 

 

7 月 17 日(火)に、全校生徒でふくしの授業を

受講しました。立正大学と PTA の皆さんのご協

力により、本年度は立正大学の教室をお借りし

て授業が行われました。 

入門講座として、金子先生から「無人島で暮

らすとしたら、何がいりますか？」という授業

を受けました。無人島で暮らすときに「いるも

の」と「ほしいもの」を考えるところから始ま

り、『福祉は「いるもの」＝need で、客観的社

会的に必要なものである』ということを教えて

いただきました。これからの社会で、必要なも

のに応えていくことができると良いですね。 

その後は 4つの講座に分かれて学習しまし

た。「吉岡中の生徒の反応が良い。」と講師の

先生からお褒めのことばをいただきました。 

最後に、3年生が「ジュニア福祉活動員」の

委嘱を受けました。夏休みのサロン訪問で今回

の授業の成果を出していきましょう。 

快適な環境を提供していただいた立正大学の

皆さん、地域や保護者の皆さんありがとうござ

いました。 

 

 

ふくしの授業 

後半の講座で積極的に発表する様子 

H３０キャッチフレーズ 

誠実 チーム吉中 

9/6～7 前期期末テスト 
9/15  第 72 回体育祭  


